
スター精密は、スイス型自動旋盤
(※1)の新製品として、最大加工φ26
㎜の「SD-26」を開発した。
同社は、自動車、油圧・空圧機器、

医療関連の複雑形状部品を主要ターゲッ
トに、2023年4月から全世界に向けて
販売する。

「SD-26」は、正面加工用のクシ刃
型刃物台に、旋削用バイトや穴あけ用
ドリルなどの各種工具を加工ポイント
となるガイドブッシュを取り囲むよう
に配置した、均等荷重クロスガイド構
造(※2)の門型刃物台を採用。加工部
品の用途に応じて最適な刃物台仕様を
選択できるようtype S、type G、type
E、type Cの4タイプを取り揃えている。
type Sは、プログラムによる同時5

軸制御が可能な工具旋回制御軸(B軸)
付きの4軸対向型ミリングユニットを
搭載。上部には、専用の工具ユニット
を旋回制御することが可能な第2B軸
機構を持った1箇所のカートリッジ式
ポジションを配置。業界初のツインス
レッドワーリングユニットを始めとす
る各種工具ユニットの装着を可能にす
る。
またtype Gは、プログラムによる同

時5軸制御が可能な工具旋回制御軸(B
軸)付きの4軸対向型ミリングユニット
を搭載。上部には既存機種の各種工具
ユニットの装着が可能な2箇所のカー
トリッジ式ポジションを配置する。※
2箇所のカートリッジ式ポジションはt
ype G/E/Cにおいて共通。
さらにtype Eは、プログラムによる

同時4軸制御が可能な工具旋回制御軸
(B軸)付きの4軸対向型ミリングユニッ

トを搭載するほか、type Cは、手動に
よる角度調整が可能な4軸対向型ミリ
ングユニットを搭載する。

また、多様化が進む部品加工ニーズ
に柔軟に対応するため、ガイドブッシュ
／ノンガイドブッシュ切り換え機構を
採用。材料の振れ止め装置の働きをし、
モーターシャフトなどの全長寸法が長
い部品を高精度で加工できるガイドブッ
シュ仕様と、廃棄される残材を短縮し
て、ナットなどの短い部品を無駄なく
加工できるノンガイドブッシュ仕様
(※3)に1台で自由に切り換えることが
できる。
さらに、ガイドブッシュおよび刃物

台へのアクセス性の向上に配慮した機
械構造の再構成や、オフセットデータ
などの関連情報とともにNCプログラ
ムを一括入出力する機能や、各種コマ
ンドをNC画面上で確認可能なコマン
ドヘルプ機能を始めとした各種ヘルプ
機能など、ハードウェアとソフトウェ
アの両面から、オペレーターの作業性、
操作性の向上を図るための様々な機能
を搭載している。

「SD-26」は、同時5軸制御が可能
なB軸制御付きの4軸対向型ミリング
ユニットとカートリッジ式工具ユニッ
トのB軸制御機構を搭載したtype Sか
ら、手動による角度調整式4軸対向型
ミリングユニットを搭載したtype Cま
で、4タイプから加工部品の形状に応
じた最適な仕様を選択できる。
手前側に配置されたクロスドリルユ

ニットは、クロス専用4軸と既存機種
の工具ユニットを装着可能なカートリッ
ジ式4軸の2タイプから選択が可能(typ
e Sはカートリッジ式4軸のみ)。
背面加工用としてY軸制御付き8軸

型ユニットを搭載。8箇所すべてで回

転工具ユニットの装着が可能で、背面
側での複合加工能力を拡充した。
またY軸制御付き8軸型ユニットに

装着可能なバイトホルダー2本型をオ
プションで用意。背面側での旋削能力
を向上させることで、効率的な正面／
背面工程分割を実現。
同社独自の制御方式であるスターモー

ションコントロールシステムを搭載(t
ype S/G)し、NC制御による運転時に
必要となる演算時間、工具選択時間な
どの非切削時間を徹底的に削減するこ
とで部品1個当たりのサイクルタイム
を短縮し、消費電力量を低減した。

また、B軸制御付きの4軸対向型ミ
リングユニットは、上下両端を支持す
る構造を採用し、旋回加工時のユニッ
ト保持剛性を確保。メイン主軸、サブ
主軸ともにビルトインスピンドルを採
用し、割り出し精度の向上を図った。
さらに、機体各部に配置された温度

センサーによる柔軟な熱変位補正、一
時的な機械停止時の寸法変化を自動補
正する寸法アシスト機能など、加工精
度を維持するための各種機能を採用し
たほか、正面加工用の門型刃物台には、
均等荷重クロスガイド構造を採用。切
削時に刃物台ガイドレールにかかるモー
メント荷重を軽減し、刃物台剛性を確
保した。
このほか、前工程の加工時間を利用

して次工程の工具選択、アプローチを
完了させるスターモーションコントロー
ルシステムの軸制御により、軸移動時
の過度な加減速による振動を抑制した
(type S/G)。
■用語の解説
注1：スイス型自動旋盤
スイス型自動旋盤は、時計部品を加

工する機械として1870年代にスイス
で考案された。別名“主軸移動型自動

旋盤”とも呼ばれ、直径に比べて部品
長が長い部品を高精度に切削できる点
が大きな特徴とされている。一般的に
は、細長い部品を汎用旋盤で加工を行
うと、加工物がたわみを起こして正し
い寸法に仕上げることができないが、
スイス型自動旋盤では、材料の振れ止
め装置の働きをするガイドブッシュを
用い、刃物はガイドブッシュから一定
距離の位置で、外径方向の切り込み運
動のみを与えるため、加工物はたわみ
を起こさずに、高精度に切削できる。
※2：均等荷重クロスガイド構造
CNC自動旋盤のクシ刃型刃物台は、

X軸とY軸の摺動台で構成され、一般
的に各軸に4個ずつ、合計8個の直動ガ
イドベアリングによって支持されてい
る。均等荷重クロスガイド構造は、こ
の８個の直動ガイドベアリングを、加
工負荷が発生する切削ポイントである
ガイドブッシュを中心に、均等に配置
した刃物台構造になる。
※3：ノンガイドブッシュ仕様
スイス型自動旋盤を基に、ガイドブッ

シュを取り外した主軸移動型自動旋盤。
ガイドブッシュが無いため、細長い部
品加工には不向きだが、ガイドブッシュ
が無くても加工物がたわまない短い部
品であれば、材料を有効に使用するこ
とができる。スイス型自動旋盤では、
材料の振れ止め装置の働きをするガイ
ドブッシュ構造部の寸法分だけは、棒
材の後端部分を加工することができず
に残材として廃棄することになる。ノ
ンガイドブッシュタイプでは、廃棄さ
れる残材の長さを、ガイドブッシュタ
イプの3分の1程度に削減することがで
きる。(※資料提供：スター精密)
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スイス型自動旋盤「SD-26」開発
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複合加工ニーズに合わせ4タイプをラインアップ

■スター精密URL→ https://star-m.jp/
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主な特徴
高機能

最適な刃物台仕様
4タイプを選択可能

主な特長
高剛性・高精度


